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が飛躍的な進化を遂げたことに加

え、ネットワークサービスの選択肢

が増えたことにより、企業の通信サ

ービスに対する需要はますます複雑

化、多様化しているのだ。

NTTコミュニケーションズ（以

下、NTT Com）は、こうした流れ

を先取りし、数年前から、「統合

VPN」ソリューションの取組みを

進めてきた。広域イーサネットサー

ビス「e-VLAN」、IP-VPNサービス

「 Arcstar IP-VPN」、企業向け

「OCN」を使ったインターネット

VPNサービス「OCN VPN」に加

え、昨今はBフレッツなどのブロー

ドバンド回線を使った中小規模事業

所向け簡易VPN「Group-VPN」。

これら４つのVPNを“適材適所”

に組み合わせ、ワンストップで提供

することで新たな企業ニーズに応え

てきた。更には、同社はこの４つの

VPNをコアに、企業向け IP電話サ

ービス「.Phone IP Centrex」に代

表されるアプリケーションサービス

や、レンタルルータを利用したマネ

ジメントサービスといった付加価値

サービスも展開してきたのだが、そ

の進化はまだまだ止まらない。

今後の「統合VPN」ソリューショ

ンの方向性を、ブロードバンドIP事

業部　サービスクリエーション部長

の宮原利行氏は次のように語る。

「強化ポイントは３つあると考え

ています。ひとつは、ネットワーク

サービスそのものをより使い勝手の

良い、品質の良いサービスにしてい

くこと。二つ目はアプリケーション

サービスの充実。VoIPなどの通信

事業者ならではのサービスに加え、

企業ネットワークの潮流が大きく

変化している。専用線やフレームリ

レーを中心としたレガシーネットワ

ークから、IP-VPNや広域イーサネ

ットなどの IPネットワークへのシ

フトに続き、現在は、これらの高品

質な IPネットワークと、Bフレッ

ツに代表される安価なブロードバン

ドVPNを“適材適所”で使い分け

組み合わせていく複合型ネットワー

クが主流となりつつある。企業経営

における ICT（Information and

Communication Technology）活用

4つのVPNサービスを組み合わせ、ワンストップで提供するNTTコミュニケーションズの「統

合VPN」ソリューション。ネットワークサービスとしての利便性向上はもちろんのこと、アプ

リケーションサービスやマネジメントサービスの充実にも力を入れることで、同社は企業向け

通信サービス市場で確固たる地位を築いている。ここでは、その取組みの全体像を紹介する。
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セキュリティサービスやオフィスで

汎用的に利用できるアプリケーショ

ンを、ASPサービスとしてライン

アップしていきたい。三つ目はモバ

イルアクセスを含めたマネジメント

サービスです。通信キャリアの仕事

は、お客さまの通信をトータルで管

理していくことにあると思っていま

す。これらの強化により、お客さま

要望にトータルでお応えできるよう

にしていきます（図２参照）」

2006年８月から、「統合VPN」ソ

リューションのアクセスラインに新

たなラインアップが加わった。

NTT東日本・西日本が提供するイ

ーサネットサービスをアクセスライ

ンとした「e-VLAN イーサアクセ

ス（NTT東日本・西日本タイプ）」、

「Arcstar IP-VPN イーサタイプ

（NTT東日本・西日本利用）」、「ス

ーパー O C N イーサアクセス

（NTT東日本・西日本タイプ）」で

ある。0.5Mbpsから100Mbpsまで

の高スループットなイーサネット回

線を低価格で利用できる。

「NTT東日本・西日本のイーサア

クセスを利用することで、高いコス

トパフォーマンスが実現しました。

もちろんNTT Comがエンド・ツ

ー・エンドでサービスを提供し、故

障受付などもワンストップで実施し

ます。これにより、ネットワークサ

ービスそのものの利便性を、大幅に

向上できたのではないかと考えてい

ます」（前出　宮原氏）。

更に今後、Bフレッツを活用した

新たなVPNサービスの追加も予定

しているという。

「中小規模事業者向けに、複雑な

IPアドレス設計をしなくても、容

易に社内LANを構築できるサービ

スを考えています」（前出　宮原

氏）。

ブロードバンドの普及により、

ASPサービスに再び注目が集まっ

ている。特に中小規模の事業所で、

手間をかけることなく、簡単にビジ

ネスアプリケーションを導入するこ

とができるからだ。

「Bフレッツの登場は企業ネット

ワークに大きな変革をもたらしまし

た。“適材適所”の発想も、Bフレ

ッツなしには生まれなかったでしょ

う。Bフレッツは、中小規模事業所

を中心に、急速に企業に浸透しつつ

あります。こうした観点から、Bフ

レッツに対応したアプリケーション

の充実に注力していきます。また、

セキュリティやVoIPに加え、中小

規模事業所に適した、汎用的なビジ

ネスアプリケーションを幅広くライ

ンアップしていきます。具体的には、

オフィス内のファイル共有のための

ストレージや、情報共有のためのグ

ループウェアなどを予定していま

す。ネットワークとアプリケーショ

ンをエンド・ツー・エンドで品質管

理していくことで、インターネット

上のASPとは違った価値を提供で

きます。もちろん自分達の力だけで

こうしたアプリケーションを充実し

ていくのではなく、ASPビジネス

を展開する事業者と幅広くパートナ

リングを進めていくための仕組みも

検討しています」（前出　宮原氏）。

NTT Comが予定している、ファ

イル共用のためのストレージサービ

スや情報共有のためのグループウェ
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になるだろう。

企業にとって、ASPサービスの

利用には信頼性の高い通信網が不可

欠といえる。信頼性が高く、バラエ

ティに富んだネットワークとASP

サービスをワンストップで提供でき

るところがNTT Comの強みといえ

るのではないだろうか。

ネットワークサービス、ASPサ

ービスに加え、事業所内のルータな

どの通信機器の管理・保守までワン

ストップで提供されれば、企業の

ICT環境にかかるコストと手間は大

幅に軽減される。「統合VPN」ソリ

ューションの根底にある思想はまさ

にそれである。NTT Comでは、こ

れまで提供してきたレンタルルータ

などのマネジメントサービスを更に

洗練し、幅広くラインアップしてい

くことも検討している。

「複雑なネットワーク環境におい

て、お客さまが面倒だ、管理コスト

がかかると感じている部分を一括し

てネットワークマネジメントのプロ

である私共にお任せいただければ、

お客さまにも喜んでいただけると確

信しています」（前出　宮原氏）。

また、万が一の回線故障時も、自

動的にバックアップ回線に切り替わ

ることでビジネスの中断を防ぐ、通

信機器とネットワークを連携させた

パッケージサービスの提供も予定し

ているという。企業にとっては、こ

れまで手間をかけて確保していた通

信網の冗長性を、簡便に、コストパ

フォーマンス良く構築できることに

なる。

「これからはサービス単位だけで

なく、お客さまのネットワークのご

利用形態に合わせて、数種類のパッ

ケージを提供していきたいと考えて

います。また、ネットワー

クの利用状況などをお客さ

まにお伝えする専用ポータ

ルサイトもより使いやすく、

充実させていく予定です」

（前出　宮原氏）。

こうして着実な進化を続

ける「統合VPN」ソリュー

ションだが、企業ネットワ

ークの潮流は、今後どのよ

うに進んでいくのだろうか。

「今後、業種や業態の異な

る企業同士が、ネットワー

アは、もはや企業のビジネス展開に

不可欠な、代表的なビジネスアプリ

ケーションといえる。ユーザ企業は

こうしたサービスをBフレッツ上で

ASPサービスとして利用できるよう

になるのだ（図３参照）。特に、中小

規模事業所のICT環境整備に有効な

ソリューションといえるだろう。

また、インターネット上でASP

サービスを展開する事業者にとって

は、インターネットだけでなく、

NTT Comの「統合VPN」ソリュー

ションの顧客基盤を活かした新たな

ビジネス展開が可能になる。「統合

VPN」ソリューションで設置され

るゲートウェイに自社のASPサー

ビス用のサーバを接続すれば、「統

合VPN」ソリューション利用者に

対してASPサービスを提供できる

ようになるのだ。NTT Comとのパ

ートナーシップによって、顧客窓口

を一本化することもゆくゆくは可能
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クを使ってコラボレーションし

ていく機会、あるいは企業内で

の複数VPN化がますます拡大し

ていくでしょう。これに伴い、

１本の回線で、様々な企業と

VPNを構成するようなニーズが

高まっていくと考えられます。

こうしたニーズに対応するため

に、現在試験的に展開している

のが『IPv6マルチポリシー接続

サービス』です」（前出　宮原氏）。

「IPv6マルチポリシー接続サービ

ス」には３つの特徴がある。①拠点

単位でなく、端末単位にVPNを構

成することが可能、②コントロール

パネル画面の操作により、必要な時

に必要な相手と通信できるよう、オ

ンデマンドで接続先を変更すること

が可能、③端末単位で接続ポリシー

が設定できるため、これまで用途

別・部署別などにそれぞれ用意して

いたアクセス回線をひとつに集約す

ることが可能、の３点である。こう

した機能により、拠点間・企業間な

ど複数のネットワークにまたがる端

末間でもオンデマンドで容易に

VPNが構築できるため、企業にと

っては新たなコラボレーションを展

開する上で強力なICT基盤となるだ

ろう。また、1本の回線で複数の

VPN形成が可能な点を考えれば、

ビルファシリティ管理やエネルギー

管理、店舗モニタリング、販売管理

などを行う管理会社での利用が有効

だと考えられる（図４参照）。現在

このサービスは、試験サービスとし

て提供されており、今年度末までに

はテストフェーズを終え、本格サー

ビスへ移行する予定である。

さらにこの「IPv6マルチポリシ

ー接続サービス」で使用している認

証技術を応用し、企業内の閉域網の

中に、さらに業務や部門単位での

VPNを形成していくような使い方

も検討されている。

「私どもは“VPN over VPN”と

いう呼び方をしていますが、拠点単

位のVPNの中に、複数拠点にまた

がる人事部門同士のVPNやR&D部

門のVPNを形成していくようなイ

メージです。企業におけるビジネス

プロセスの複雑化やワークスタイル

の変化にオンデマンドで対応するこ

とができるため、将来的には有望な

技術だと思っています」（前出　宮

原氏）。

拠点単位のVPNから、端末単位

のVPNへ。こうした発展を遂げた

とき、「統合VPN」ソリューション

は企業経営に新たなインパクトをも

たらすことになるだろう。
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